
 

TO講習会 参加報告書 

令和４年９月２３日 

報告者  関 口 美 香   

 

 この度参加しました、TO講習会について報告します。 

なお、この報告書が、愛媛県バスケットボール協会ホームページ等に掲載されることを了承します。 

講習会名 

（大会名） 

全国トップリーグ担当 TO実技研修会 

（オータムカップ） 

参加者 

（報告者） 
 (報告者) 関口 美香     （所属カテゴリー）U15 

期 日 令和４年９月１日 

会 場 高崎アリーナ 

講 師 JBA暫定 TOインストラクター 

参加者 各都道府県トップリーグ TO担当者（B1・B2・B3・Wリーグ） 

報告 

 

９月２日（金） 

A-1 １２：００～（前半）、山形銀行－山梨 QB、担当業務：タイマー 

【古見高広氏より】 

 SCがリングに当たったかどうかなど怪しげな声のとき、「当たってない」などの同調の声を

出す。時間が止まったとき、手を挙げる習慣はできている。タイマーの手が挙がることで審判

はゲームを再開するので、全ての準備が整ってから手を挙げながら残り時間をコールする。フ

ァウルの際、いつまでも手を挙げているのではなく、審判がNo,コールしたら、すっと下げる。 

 

C-2 １４：３０～（後半）、東京羽田－姫路、担当業務：ショットクロックオぺレーター 

【瓜田真司氏より】 

もう一度マニュアルに戻って、タイマー系のコミュニケーションをしっかりととる。シュー

ト後の２４秒の声がない。審判のディレクションでリセットする。時間が流れてしまったこと

の気がついたら、すぐに審判に聞く。３Q後の２分でコミュニケーションをとる。タイマーが

不慣れだと感じたら、積極的にコミュニケーションをとる。 

 

C-3 １７：００～（後半）、ミツウロコ－アランマーレ秋田、担当業務：タイマー 

【堀口拳氏より】 

 手を挙げてから、首を振らない。手を挙げる前に、両ベンチとコート内を確認してから手を

挙げる。２４秒オーバータイムのとき、審判の笛の合図で止める。戻すときも審判の指示で行

う。コート、選手、ベンチが準備できていれば、スコアラーが「ちょっと…」と言っていても、

手を挙げる。TOがゲームのリズムを崩さない。左側のベンチから、交代の請求があっても、

交代できないタイミングのときに、スコアラーに慌てて知らせない。重大なミスにつながるの

で、慌てない。 

所感 

 マニュアルを理解して参加したつもりでしたが、緊張と実践の乏しさから、ミスをしてしま

いました。実際に組んだクルーの方々は、経験も豊富で意識も高く、一緒に活動していても助

けてもらうことが多くありました。TOへの取り組みの意識の違いを大きく感じさせられまし

た。 



 この研修会に参加させてもらった自分にできることは、マニュアルを正しく実践していくこ

とやマニュアルには書かれていない微妙なタイミングを伝達すること、仲間を増やすこと、仲

間と共に切磋琢磨し TOの技術や意識を向上させていくことです。 

 このような研修の機会をいただきました愛媛県バスケットボール協会をはじめ、大会を運営

してくださった JBA の皆様、職場の皆様に深く感謝申し上げて、報告とさせていただきます。

本当にありがとうございました。 

 

 


